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銅
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス 

　
日
本
銅
セ
ン
タ
ー
で
は
、去
る
五
月
二
十
一
日
お
よ
び
六
月
二
十
六
日
に
東
京
「
銀
座
東
武
ホ
テ

ル
」に
お
い
て
定
時
総
会
・
臨
時
総
会
お
よ
び
理
事
会
を
開
催
し
、左
記
の
通
り
役
員
を
選
任
し
た
。 

 〈
新
任
〉
会
　
　
長
　  

大
木 
和
雄  

　
　
　 

　
　
　
　
　
　（
日
鉱
金
属（
株
）代
表
取
締
役
社
長
） 

〈
新
任
〉
副  

会  

長
　  

古
河 

潤
之
助  

　
　
　 

　
　
　
　
　
　（
古
河
電
気
工
業（
株
）代
表
取
締
役
会
長
） 

〈
新
任
〉
副  

会  

長
　  

石
原 

廣
司  

　
　
　 

　
　
　
　
　
　（
古
河
電
気
工
業（
株
）代
表
取
締
役
社
長
） 

〈
新
任
〉
専
務
理
事
　  

横
井 

弘
明 

　（
日
本
伸
銅
協
会
専
務
理
事
） 

　
日
本
銅
セ
ン
タ
ー
で
は
、去
る
五
月
二
十
一

日
、東
京
「
銀
座
東
武
ホ
テ
ル
」に
お
い
て
第

三
十
回
日
本
銅
セ
ン
タ
ー
賞
の
表
彰
式
を
行
っ

た
。受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。 

 

●
社
団
法
人
日
本
電
線
工
業
会 

電
線
エ
コ
ロ 

　
ジ
ー
推
進
委
員
会 

   

〈
件
名
〉
　
　
電
線
・
ケ
ー
ブ
ル 

●
前
澤
工
業
株
式
会
社 

埼
玉
製
造
所 

　
〈
件
名
〉
鉛
レ
ス
銅
合
金
の
バ
ル
ブ
部
品
へ
の
適
用 

●
新
日
本
製
鐵
株
式
会
社 

技
術
開

　
発
本
部
環
境
プ
ロ
セ
ス
研
究
開
発

　
セ
ン
タ
ー 

尾
松 

保
彦 

　
株
式
会
社
戸
畑
製
作
所 

代
表
取

　
締
役
社
長 

松
本 

和
朗 

　
〈
件
名
〉
圧
延
銅
板
を
使
用
し
た

　
銅
ス
テ
ー
ブ
の
製
作 

●
フ
ァ
イ
ン
ネ
ク
ス
株
式
会
社 

代
表

　
取
締
役
社
長 

松
田 

登 

　
〈
件
名
〉
コ
ネ
ク
タ
ー
お
よ
び
半
導

　
体
向
け
ピ
ン
材
料
分
野
に
お
け
る
伸
銅

　
品
の
需
要
拡
大
と
促
進 

●
ロ
ー
ム
株
式
会
社 

ロ
ー
ム・
メ
カ
テ
ッ
ク
株

　
式
会
社 

　
〈
件
名
〉
リ
ー
ド
フ
レ
ー
ム
用
銅
合
金
の
普

　
及
と
発
展 

●
株
式
会
社
日
建
設
計 

大
阪
オ
フ
ィ
ス 

　
〈
件
名
〉
建
築
設
備
設
計
に
お
い
て
永
年

　
に
わ
た
り
建
築
用
銅
管
を
採
用
し
て
銅

　
管
の
普
及
活
動
に
貢
献 

　
「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」（
　
　
　
　
　
　
　 

）の
人
気

企
画
「
福
島
敦
子
の
ト
ッ
プ
に
聞
く
」に
日
本
銅
セ
ン

タ
ー
会
長
大
木
和
雄
氏
と
　
　
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て

有
名
な
福
島
敦
子
さ
ん
の
対
談
記
事
が
掲
載
さ
れ

た
。こ
の
対
談
企
画
に
は
以
前
、ヴ
ァ
ー
ジ
ン
・
グ
ル
ー

プ
会
長
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ブ
ラ
ン
ソ
ン
氏
や
ト
ヨ
タ
自
動

車
社
長
張
富
士
夫
氏
が
登
場
す
る
な
ど
、企
業
や
団

体
の
ト
ッ
プ
な
ど
著
名
な
人
物
が
登
場
し
て
い
る
。
対

談
で
は
、銅
の
歴
史
や
、緑
青
へ
の
誤
解
、抗
菌
作
用

か
ら
将
来
の
可
能
性
ま
で
、古
く
て
新
し
い
銅
の
魅

力
に
つ
い
て

語
ら
れ
、
発

行
後
は
多
く

の
反
響
が
寄

せ
ら
れ
た
。 

 

　
去
る
八
月
七
日
〜
九
日
、東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
に
お
い

て
、第
三
十
五
回
管
工
機
材
設
備
総
合
展
が
開
催
さ

れ
た
。日
本
銅
セ
ン
タ
ー
は
、こ
の
展
示
会
に
出
展
し
、

「
銅
管
ヘ
ッ
ダ
ー
工
法
」を
中
心
に
銅
管
の
優
位
性
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。
今
展
示
会
に
は
、前
回
を
上
回
る
二
万

六
九
六
人
が
来
場
し
盛
況
と
な
っ
た
。 

　
ま
た
九
月
十
一
日
〜
十
三
日
、第
十
一
回
管
工
機
材

設
備
総
合
展
　
　
　
　
　
　
　   
が
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大

阪
で
開
催
さ
れ
た
。日
本
銅
セ
ン
タ
ー
で
は
、こ
の
展
示

会
に
出
展
。目
玉
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
に
は
多
く
の
人
が

集
ま
り
、わ
か
り
や
す
い
銅
の
説
明
に
、多
く
の
来
場

者
の
注
目
を
あ
つ
め
た
。 

　
同
時
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
多
く
の
回
答
が

寄
せ
ら
れ
た
。 

　
去
る
七
月
一
七
日
〜
二
十
日
、札
幌
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、　
　
　 

札
幌

住
環
境
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
た
。
日
本
銅
セ

ン
タ
ー
は
、「
衛
生
力
―
水
と
銅
」
を
テ
ー
マ

に
こ
の
展
示
会
に
出
展
。
銅
管（
給
水
・
給

湯
用
）、銅
樋
を
中
心
に
、環
境
に
や
さ
し
い

銅
の
特
性
や
、

高
い
抗
菌
効
果

な
ど
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
ま
た
、

ブ
ー
ス
内
で
は
ク

イ
ズ
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
多
く

の
来
場
者
の
関

心
を
あ
つ
め
た
。 
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■
編
集
手
帖
■ 

 

■ 

編
集 

   

（
株
）ピ
ー
・
ア
ー
ル・
オ
ー 

「
銅
」
第
一
五
七
号 

平
成
十
五
年
十
月
一
日
発
行 

発
行
人
・
横
井 

弘
明 

発
行
所
・
社
団
法
人
日
本
銅
セ
ン
タ
ー 

　
東
京
都
台
東
区
上
野
一-

一
〇-

一
〇（
う
さ
ぎ
や
ビ
ル   

　  

） 

　 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
〇
三（
三
八
三
六
）八
八
二
一 

　 

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
〇
三（
三
八
三
六
）八
八
二
八 

　
関
西
事
務
所 

　 

大
阪
市
北
区
堂
島
浜
二-

一-

二
九（
古
河
大
阪
ビ
ル
） 

　 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
〇
六（
六
三
四
六
）五
四
七
一 

　 

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
〇
六（
六
三
四
六
）五
四
七
三 

　
　
　 

無
断
転
載
禁 

　
リ
レ
ー
随
想
“青
銅
の
魔
力
”展
開
が
ユ
ニ
ー
ク
で

す
ね
。
江
戸
川
乱
歩
の
世
界
が
銅
の
魔
力
な
ら
ぬ
魅

力
を
こ
う
表
現
で
き
る
と
は
驚
き
ま
し
た
。
今
回
の

取
材
ネ
タ
―
金
属
“銅
”の
魅
力
を
ち
ょ
っ
と
角
度
を

変
え
て
ち
り
ば
め
て
み
ま
し
た
。
味
覚
の
秋
、ダ
イ
コ

ン
・
ワ
サ
ビ
の
シ
ャ
ッ
キ
リ
ま
ろ
や
か
さ
が
、お
刺
身
な

ど
の
素
材
の
味
を
引
き
立
て
て
く
れ
る
そ
の
秘
密
は

“純
銅
お
ろ
し
金
”に
あ
り
。
―
ぜ
ひ
一
読
そ
し
て
ご
賞

味
を
。
小
生
、一
足
お
先
に
日
鉱
金
属
・
佐
賀
関
製
錬

所
取
材
の
際
、地
元
・
本
場
の
“関
ア
ジ
、関
サ
バ
”を

ス
カ
ッ
と
辛
さ
の
お
ろ
し
で
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

役
得
と
は
い
え
、最
高
で
し
た
ね
。
“銅
の
お
ろ
し
金
”

に
思
わ
ず
感
謝
。 

　
編
集
デ
ス
ク
　
斉
藤 

久
嘉（
日
本
銅
セ
ン
タ
ー
）

 

〈
委
員
長
〉
増
木
孝
美（
古
河
電
工
） 

〈
委
員
〉
鉱
山
／
増
田
勝
彦（
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
） 

高
橋
渉（
パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
カ
パ
ー
）永
田
禎
彦（
日

本
鉱
業
協
会
）伸
銅
／
富
家
将
之（
三
菱
伸
銅
）

馬
場
一
憲（
神
戸
製
鋼
）松
坂
和
則（
日
本
伸
銅
協

会
）電
線
／
瀧
本
英
樹（
フ
ジ
ク
ラ
）宮
田
充（
日

本
電
線
工
業
会
） 

「
銅
」
誌
編
集
委
員
会
 

　
待
ち
合
わ
せ
場
所
と
し
て
有
名
な
東
京
駅
八
重
洲
中
央

口
の「
銀
の
鈴
」
。
昭
和
四
十
三
年
に
誕
生
し
て
か
ら
、現
在

は
三
代
目
が
活
躍
し
て
い
る
。こ
の
銀
の
鈴
は
、実
は
銅
で
で

き
て
い
る
。
鋳
銅
に
銀
箔
を
施
し
て
鈴
は
作
ら
れ
て
い
る
。
重

さ
は
八
〇
ｋ
ｇ
。ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
大
切
に
吊
る
さ
れ
て
い
る
。 

　
銀
の
鈴
は
一
時
、広
場
の
改
装
の
際
に「
古
く
て
ふ
さ
わ
し

く
な
い
」
と
広
場
の
外
の
通
路
に
移
動
さ
れ
た
が
、広
場
で

待
て
ば
い
い
の
か
、

通
路
に
あ
る
銀
の

鈴
前
で
待
っ
た
ら
い

い
の
か
、混
乱
す
る

利
用
者
が
多
く
、

こ
の
ほ
ど
広
場
に
戻
っ

て
き
た
。
東
京
駅
の

目
印
と
し
て
、
銅

製
の
銀
の
鈴
は
今

日
も
光
輝
い
て
い
る
。 

　
こ
の
ほ
ど
、
銅

及
び
銅
合
金
技

術
研
究
会
は
『
銅

と
銅
合
金
・
第
四

十
二
巻
』（
　  

判
、

三
五
九
頁
）
を
刊

行
し
た
。同
誌
は
、

昨
年
十
一
月
、
千

葉
県
木
更
津
市
で
開
催
さ
れ
た
講
演
会
の
パ
ネ
ル
討
論
二

件
、一
般
研
究
論
文
六
十
七
件
を
集
録
し
て
い
る
。
金
属
理

論
や
製
造
技
術
を
は
じ
め
、新
銅
合
金
な
ど
幅
広
い
分
野

を
カ
バ
ー
し
て
お
り
、伸
銅
技
術
に
関
す
る
最
高
・
最
新
の

報
告
書
と
し
て
海
外
で
も
広
く
購
読
さ
れ
て
い
る
。 

申
し
込
み
先
　
日
本
伸
銅
協
会
内
「
銅
及
び
銅
合
金
技
術
研
究
会
」

事
務
局
　
〇
三
ー
三
八
三
六
ー
八
八
〇
一 

　
こ
の
ほ
ど
、（
株
）タ
ニ
タ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ウ
エ
ア
か
ら
新
し
い

雨
と
い「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」
が
登
場
し
た
。こ
の
雨
と
い
は
、地

球
環
境
に
配
慮
し
、環
境
に
や
さ
し
く
、リ
サ
イ
ク
ル
性
に

す
ぐ
れ
た
銅
を
使
用
。
板
厚
が
〇
・
六
㎜
と
、重
厚
感
と
安

心
感
を
持
つ
製
品
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、建
物
を
選
ば
な
い

排
水
量
、
考
え
抜
か
れ
た
構

造
設
計
に
よ
る
抜
群
の
施
工
性
、

さ
ら
に
雨
と
い
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
耐
久
性
・
耐
候
性
を

備
え
、
厳
し
い
環
境
に
も
耐

え
る
高
い
品
質
を
有
し
て
い
る
。 

問
い
合
わ
せ
先
　（
株
）タ
ニ
タ
ハ
ウ

ジ
ン
グ
ウ
エ
ア
本
社
・
東
京
営
業
所 

〇
三
ー
三
九
六
八
ー
一一
四
一 

　
こ
の
ほ
ど
、新
光
金
属（
株
）か
ら
登
場
し
た
純
銅
製
炊

飯
釜
「
ご
は
ん
は
ど
う
だ
」
は
、熱
伝
導
性
に
す
ぐ
れ
た
銅

を
使
用
し
、九
八
℃
以
上
の
高
温
を
維
持
し
、す
ば
や
く
ご

飯
を
炊
き
上
げ
る
。
そ
の
炊
き
上
げ
時
間
は
、約
十
分（
ガ

ス
コ
ン
ロ
使
用
時
）で
、約
五
〇
分
か
か
る
電
気
炊
飯
器
や

約
二
十
五
分
か
か
る
ア
ル
ミ
釜
に
比
べ
、格
段
に
早
い
。
熱

伝
導
性
に
す
ぐ
れ
た
銅
に

よ
り
、
高
温
で
い
っ
き
に
炊

き
上
げ
、ふ
っ
く
ら
と
お
い

し
い
ご
飯
が
で
き
あ
が
る
。「
も
っ

と
お
い
し
い
ご
飯
が
食
べ
た
い
」

と
い
う
本
格
派
の
人
に
人
気

を
博
し
て
い
る
。 

問
い
合
わ
せ
先
　
新
光
金
属（
株
）

〇
二
五
六
ー
六
三
ー
五
四
八
一 

A 
4

 銀の鈴 

銅と銅合金・第四十二巻 

カサブランカ 

ごはんはどうだ 

5 
F


